
グ
リ
ー
ン
な
市
場
な
く
し
て
、
地
球
温

暖
化
防
止
も
、
持
続
可
能
な
経
済
社
会
を

実
現
す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。

市
場
は
、
生
産
や
生
活
に
不
可
欠
な
財

や
サ
ー
ビ
ス
を
調
達
す
る
た
め
の
取
引
が

行
わ
れ
る
場
で
あ
り
、
円
滑
な
経
済
活
動

が
発
展
し
て
い
く
う
え
で
不
可
欠
な
社
会

的
装
置
で
す
。
そ
の
市
場
で
生
産・販
売・

購
入
さ
れ
る
財
や
サ
ー
ビ
ス
が
環
境
に
配

慮
し
た
も
の
に
変
わ
る
な
ら
ば
、
環
境
と

経
済
を
両
立
さ
せ
る
可
能
性
も
高
ま
り
ま

す
し
、
市
場
参
加
者
の
生
産
や
生
活
も
環

境
倫
理
的
な
誇
り
高
い
も
の
に
な
っ
て
い

く
で
し
ょ
う
。
そ
う
し
た
市
場
を
グ
リ
ー

ン
市
場
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

グ
リ
ー
ン
市
場
は
グ
リ
ー
ン
な
生
産
者

と
グ
リ
ー
ン
な
消
費
者
が
出
会
う
場
で
す

か
ら
、
そ
う
し
た
市
場
が
実
現
す
る
た
め

に
は
、
ま
ず
生
産
や
消
費
の
過
程
で
環
境

に
配
慮
す
る
工
夫
や
努
力
が
な
さ
れ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
そ
の
工
夫

や
努
力
が
正
当
に
評
価
さ
れ
る
こ
と
が
、

グ
リ
ー
ン
市
場
の
成
立
に
は
不
可
欠
で

す
。地

球
温
暖
化
防
止
へ
の
行
動
が
求
め
ら

れ
て
い
る
今
日
、
私
た
ち
の
使
う
商
品
が

ど
の
よ
う
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
用
い
て
つ
く

ら
れ
て
い
る
か
、
考
え
ず
に
は
い
ら
れ
ま

せ
ん
。
同
じ
商
品
で
も
、
よ
り
環
境
負
荷

の
少
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
に
よ
っ
て
つ
く

ら
れ
た
商
品
を
選
択
す
る
、
そ
ん
な
時
代

が
到
来
し
て
い
ま
す
。
温
室
効
果
ガ
ス
や

有
害
物
質
の
排
出
が
少
な
い
、
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
よ
る
電
力
と
し
て
、
グ
リ
ー
ン

電
力
を
購
入
す
る
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
グ
リ
ー
ン
電
力
で
で
き
た

商
品
を
探
し
て
購
入
す
る
、
そ
ん
な
消
費

者
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。グ

リ
ー
ン
な
市
場
は
そ
の
参
加
者
が
増

え
れ
ば
増
え
る
ほ
ど
大
き
な
影
響
力
を
持

つ
で
し
ょ
う
。
み
な
さ
ん
も
グ
リ
ー
ン
市

場
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

グリーン電力は，自然エネルギーを使って
発電された地球環境にやさしい電力です。
このグリーン電力で製造された教科書で
学ぶことによって，
地球環境に対する考え方をより育みます。
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地球の環境を考えるうえで，大きな課題となっているのは「エネルギー問題」と「地球温暖化問題」です。
現代の生活を支える石油や石炭，ウランなどの資源の量は有限で，石油はあと 40 年程度で枯渇する貴

重な資源と言われています。
また，地球温暖化に大きな影響を与えている二酸化炭素（CO2）量も増加の一途をたどっています。
「エネルギー問題」と「地球温暖化問題」を解決
する一つの方法は，枯渇の心配がなく，CO2 をほと
んど出さない自然エネルギーを利用することです。
そのために，自然エネルギーによるグリーン電

力を利用することが進められており，その発電をす
るにはいろいろな方法があります。
教育出版では，新版中学校教科書の製造にグリー

ン電力を利用しています。

川や水路の落差による水の流れを利用して発
電します。農業用水路など比較的小規模なものを
小水力発電と呼んでいます。

教育出版の新版中学校教科書は

で製造します。

発電発電

風水 力力
風の力で風車を回し，それを発電

機に伝えて発電します。住宅用，学校・
公共施設用の小規模なものから，大き
な風車をいくつも並べたウィンド
ファームのような大規模なものまであ
ります。

ン 力リ

エネルギー源の枯渇

大気中のCO2 量の増加

グリーン電力の利用

グ 電ー



このパルプ製造工場では，製材時に発生する残材やリサイクルした廃材などをボイラーで燃やし，発生した蒸気でタービン
を回して発電しています。
植物などをもとにした燃料を燃やすとCO2 が発生しますが，その植物は光合成によりCO2 を吸収して成長しており，全体を

通してみると，大気中のCO2 総排出量が増加しないといわれています。

提供：兵庫パルプ工業株式会社

動植物などの生物資源（バイオマス）をエネルギー源として発電
します。農作物の捨てる部分，家畜の排せつ物，製材の残り，食品廃
棄物，下水汚泥などが利用されます。

川や水路の落差による水の流れを利用して発
電します。農業用水路など比較的小規模なものを
小水力発電と呼んでいます。

太陽の光エネルギーを利用して発電します。電
力は主に施設で利用し，余った電力は電力会社に売
ることもできます。最近では，広い敷地にパネルを
敷き詰め，大規模に発電することも行われています。

地下の地熱エネルギーを蒸気や熱水などから取り
出し，タービンを回して発電します。日本には，地
熱エネルギーが豊富にあります。この発電では，昼
夜，天候に左右されずに年中安定的に発電すること
ができます。

木質燃料

バイオマスボイラー（木質燃料ボイラー）

タービン発電機

エネルギーの
燃料として
利用

発電

発電

発電

地

イオマス

太

熱

陽 光

バ



多くの場合，グリーン電力は，発電された場所や時刻とは異なる場所や時刻で利用されます。
そこで，グリーン電力を利用しようとする場合，グリーン電力証書（注１）の発行を申請し，この証

書を購入して，グリーン電力を使用することができる「グリーン電力証書制度」があります。
教育出版は「地球となかよし」を会社のコンセプトにしています。そこで，教育出版の中学校の

全部の新版教科書を，グリーン電力で製造することを大日本印刷㈱に依頼します。
大日本印刷㈱はグリーン電力証書を購入して（注２）グリーン電力を使用し，新版中学校教科書を
製造します。したがって，教育出版の新版中学校教科書は，グリーン電力で製造した地球にやさし
い教科書といえます。

グリーン電力で
新版中学校教科書を製造するしくみ

＊注１　�グリーン電力証書を発行する会社は複数ありますが，認証は第三者機関であるグリーンエネルギー認証セ
ンター（㈶日本エネルギー経済研究所の附置機関）が行います。

＊注２　�平成 24年度用教育出版の新版中学校教科書（見本を含む）は，バイオマスエネルギーによって発電された
グリーン電力で製造（印刷）します。また，このEduco 臨時増刊号もグリーン電力（115kWh）で製造（印刷）
しています。

◀左
�大日本印刷㈱
の印刷工場
◀右
�グリーン電力証書

教育出版 印刷会社 証書発行会社

電力会社

グリーン
電力発電所

①グリーン電力で
教科書製造を
依頼

⑧グリーン電力で
製造された
教科書を納入

②グリーン電力証書
発行依頼

⑤グリーン電力
証書発行

③グリーン電力の
発電依頼

⑦電力の供給

④グリーン電力の
環境価値などの
通知

⑥売電
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